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　目的　池脂の自勧醸化ふょ≫■) 生成する数多く。化を聊・中で、最も強い蕎根を倚つもの

と。して。痰素数^～9のA'I ドロハ?一才戈シマIレヶう’--、レが報告されている。しかし、貧

際に食必中でヽ、貯鳶It より、これらのアルデヒトこ｀が生成され% かどうかにつレヽてば、あま、

り知られてしヽない。>i:z で、地尚書有董の高い鳶賑食ゐの喊化状iit.≪.調べ, その吟で最亀

轍化の進んでヽいfC 魚<r,干蜘を取り.上-if. 保将中の酸化の進行を調べ. をらに象巻数? ～9-

のﾉ＼イV-｀□ヽ?－オペシフ、レゲナールが昏狂｡-r る可it性急検討し代。

　戈味　珀脂は蜻製エチIレX - 予ルl.Cより細叙し、過酸化物価、酸滴ぱ油脂吻ヽ析試験繊に

より、■h Iレボユル佃は、2,4--ジ＝｡トロフェニルe ドラジン'A により測定し化。y Iレデヒド

の検雌は、シレjカゲ）レ濤層クp マト& 用｡ヽ、々､－ヘキサン・エナルエーそIレ･ 昨酸（8：３

：0. Ｉ ）などの港媒により展閣させ、2. 4-ジニトロフX. ニルt=ドラジンレ'より発色させて

ﾔ予な- ft。1 化、畑脂と2,4--ジロYロフI. ニ、レヒ｡ドラジンをI 接反応させ扱ものの検討も

行な-, ft。

　鮪莱　5由脂官有量の島、･市販匁品中でぽ、魚のそ物が過齢<し脚櫛、カ1レおふル櫛喪にSi

しヽ価を示した。これら魚の干物､てついてば、駿素数^ヽ9'・/S^ドロハ0 オキシアIレnす

―ルia き一在しなかった。まれ. さんI 、Vヽ幻し(7)そ物・保存実験^行なｰ、て、食べら外な

乙なるぐら、ヽ幟化%5Cませすてものについて練討し杷胎果Iま、これらアルデe. ドの存孤|ま呑

定できなしヽと恩われゐ。


